
1

豊岡市国際交流協会
運営委員会発行Tia’s

Toyooka International Association Newspaper

豊岡市国際交流協会ニュース　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２００９年新春臨時号

「協会自立にあたって」
豊岡市国際交流協会
会長　藤原　俊輔

　豊岡市国際交流協会会員の皆様、平素より深いご理解と多大なお力添えを賜わりまして
ありがとうございます。
　年頭にあたりましてあらためて感謝とお礼のご挨拶を申し上げます。
　本協会は、いよいよこの平成２１年度より自主運営へ最大限努力することになりました。こ
れは豊岡市方針により、当本部理事会は平成１９年度から、協議を重ねたことです。人件費補
助を含めて補助金交付を受けないので、それぞれの事業を実行委員会で行い、理事やボラン
ティアスタッフが関わっていくことになります。そのため、協会が運営しやすい新しい組織体
制の見直しをはかり、当地域在住外国人への支援事業を積極的に推進する方策を考え実行しな
ければなりません。
　漸増する外国人へのコミュニケーションや情報伝達は、日常生活の安心感、就業時の効率
化、災害時の孤立防止・防災に必要不可欠です。そこで日本語教育への教育配備とそのボラン
ティアスタッフ育成と確保及び語学講座の開催、料理教室や各種パーティなどの交流事業をす
る必要性が出てくるわけです。
　一方、外国姉妹都市との交流事業の継続発展も重要で、市の窓口と実施への支援、ホームス
ティ受入れ、フォローアップの協力があります。

　これには多くの市民参加、協会加入の必要
があり、今後のより一層のご理解とご協力を
仰ぐ次第です。情報誌Tiaやホームページへ
のアクセスも併せてお願いしましてご挨拶と
いたします。
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Ｑ：何故このようになったのですか？　
Ａ：平成１８年１２月に策定された、『豊岡市

行政改革大綱』に基づき、市内の各団体へ
の補助金削減や、現在市役所内で事務を
担っている団体の事務局を市役所から直接
団体で運営するという決定によるもので
す。

Ｑ：今どのような手続きが行われているのです
か？

Ａ：平成１９年度から補助金は３割減額、１９
年度、２０年度の２ヵ年で自主運営へ向け
た手続きを進めることになりました。
それを受け、平成１９年５月から協会理事
を中心に、協会のありかたや自主運営の是
非について何度も議論を重ね、平成２０年
１月の理事会で、自主運営に向けて組織の
再構築をしていくこととなりました。さら
に、２０年５月の協会総会で経過説明を行
い、自主運営化の方向についてご了解いた
だいたところです。 

Ｑ：具体的にはどのように変わるのですか？
Ａ：１．大きく変わります・・・補助金がなく
なります
平成２０年度まで市からの補助金がありま
したが、平成２１年度からなくなります。
今後は会員会費や参加者負担金でまかなう
ことになります。これにより今までの協会
事業を見直すことになります。

２．全体の事業見直しを行います
平成２０年度に就任した理事８名のうち、
４名の運営理事が選出をされ、事務局から
説明をうけ、事務事業全体の棚卸作業を
し、２１年度に向け検討をしています。

３．今までの運営体制が変わります
協会事務局は、市役所（本庁及び総合支
所）から外に出ることになります。
これまでは事務局を市で運営していました
が、平成２１年度から協会役員と会員が役
割分担しながら行うことになります。

４．子どもの派遣受入交流事業は・・・
平成２１年度からモンゴル、韓国慶州市、
アメリカ・ウイットマン中学校との子ども
の派遣受入事業は、市が直接実施します。

Ｑ：自分たちで全部しないといけなくなるので
すね？

Ａ：はい、すべて協会役員と会員で運営および
事業展開を行わなければなりません。

Ｑ：とても多くの事務量があるように感じられ
るのですが、そのようなことが可能なので
しょうか？

Ａ：前段で説明したように協会の運営、事業内
容を検討していく必要があります。

国際交流協会が自主運営!?
自主運営？？何のこと？と思う方があるかもしれませんが・・・
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ー訪問者ー　出石支部　土野礼子
豊岡市出石町にあります但馬ＴＳＫ㈱を訪問しました。目の前に高くそびえる東床尾山（高さ839m）、田んぼや畑、その
山間を流れる出石川、とても静かで美しい自然の中に位置しています。
但馬ＴＳＫ㈱は、自動車や二輪車、船舶、その他建設機械などに使わ
れているコントロールケーブル（遠隔操作システム）を製作する世界的
な専門メーカーで、豊岡市国際交流協会に法人会員として登録いただ
き、交流活動に協力いただいています。以前はインドネシアから、５
～６年前から中国より研修生の受入れが行われています。私が伺った
時はあいにく社長の吉野様が中国に出張中だったため、研修生の受入
れを担当される総務課長の中島様にお話しをお聞きしました。
Ｑ：但馬ＴＳＫの従業員数は何人ですか？
Ａ：２００人くらいです。
Ｑ：外国からの研修生の受入れはいつ頃からされていますか？
Ａ：約２０年前からしています。
Ｑ：現在、外国人はどの国から何人くらい来ていますか？
Ａ：中国から男性が３人、女性が６人の計９人が来豊して研修を受けています。
Ｑ：外国人はどのくらいの期間日本で働くのですか？
Ａ：但馬ＴＳＫ㈱出資会社からの受入れ研修生は１年間ここで働き、中国のＹＴＰ「烟台但馬汽車部件有限公司」(えんた

い たじま きしゃぶ けん ゆうげん こうし）に帰り働きます。協同組合（受入機関）からの紹介は３年間（１年研修、
２年実習）働き、中国に帰ります。

Ｑ：但馬ＴＳＫが研修生を受入れする目的はどのようなことですか？
Ａ：研修生が中国に帰ってから指導する立場につけるよう、日本で教育することです。また、日本の企業と取引きが行える

ように指導していくことです。
Ｑ：最後に国際交流協会が行う事業に研修生が参加できますか？
Ａ：人数が多いため住んでいる地域での事業には参加することはできますが、遠い所での事業には参加できにくいと思い

ます。
ー中島様、お忙しい中、ご協力いただきありがとうございました。ー

企業訪問  　  但馬TSK㈱

そこで会員の皆さんへのお願い・・・
　 今後は市のサポートをあてにせず、協会役員、会員共に協力し合い国際交流協会の活動
をしていかなければなりません。平成２１年度から実際に事業展開を進めていくのです
が、果たして今まで行ってきた協会事業並び運営を私たち４人の運営理事だけでやってい
けるか不安！？
　 そんな私たちが今一番求めているのは、一緒に活動していただけるボランティアスタッ
フなのです。どんな小さなことでもいいので一緒に事業をお手伝いいただける方、『こん
なことくらいなら手伝えるよ』『こんなことやってみたいんだけど・・・』『すこしくら
いならOKだよ』と手を挙げていただける有志の方がおられましたら、ボランティアの参加
登録をお願いします。

T i a 会 員報告
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但東支部　河部
21年度より自主運営となり、現在行政からの引き継

ぎ作業に奮闘しています。「エーッ!!国際交流も民営
化？」と不安と疑問をいだきながら、ただ、ただ、内容の

広さと重さに押しつぶされそうになり、責任の重大さを感じ
ています。みんなに愛され、親しみを持たれる国際交流を目
指し、幅広く皆さんをウェルカムしたいと思います。

豊岡支部　植村
協会の話ではなく昨年度は暗い話ばかり・・・・そんな中、
今とても楽しみにしているテレビドラマで「アグリー・ベ
ティー」というシリーズなんですがこれがすごく面白い！！
それだけでなく家族、兄弟の大切さ、友人への思いやり、

仕事への情熱…日々の自分に思い知らされることがあ
ります。少し協会から離れた話をしてしまいました
が、このドラマを見てると外国の国民性や日々の生
活文化が見えて少し勉強になる!?ので機会があれ
ば見てくださいね。とても元気が出ますよ！

日高支部　大森
来年度から、豊岡市国際交流協会が自主運営になるんだっ
て？今までの事業はどうなるの？事務局はどうなるの？
４つの旧市町から一人ずつ運営委員が出て協議することと
なりました。外国語講座ひとつとっても、それぞれ
違いがありますが、何回か食事会を重ねるうち
に親密感が増し、何とかなりそうな気がして
きました。まだまだいろいろ課題が出てきそ
うですが、会員の皆さんの協力で乗り切っ
ていきたいと思います。

出石支部　土野
豊岡市国際交流協会が誕生し３年になりま
す。協会は、平成21年度行政から自立し会員
による自主運営のスタートを切ろうとしていま
す。今後の協会としてのあるべき姿や果たすべき役
割を検討し、協会の状況に応じた事業運営ができる案づくり
に頑張っています。その担い手は会員一人ひとりです。ボラ
ンティアや居住外国人と共に歩む地域に開かれた協会であり
続けることを念頭に入れ、新たな協会としての役割を忘れて
はならないと思います。

, 編集後記 .

会員研修バス旅行に参加して　
但東支部　　大月眞子

　見事な紅葉を眺めながら最初に訪れたのは、世界で唯一のラーメン博物館。そこではカップに絵を描き、好みのスープ
と具を選んで、オリジナルのカップヌードルを作りました。また、多くの展示品からラーメンの開発に携われた大変な努
力を知りました。昼食は、自慢の料理が並んだホテルバイキングで、沢山の料理を前にして、皆さんの幸せそうな笑顔がこ
ぼれていました。私は腹八分目に控えることなど忘れ、お腹が満ち足り過ぎて、次の海遊館での歩き回りがエネルギーの
消耗になって有難かったです。

　世界の10地域を14の水槽で再現してある海遊館では、9メートルの深
さの中をジンベイザメが悠々と泳ぎ、大きなエイが目の前でクルリと宙
返りをしてくれました。私が一番魅了されたのはクラゲ館でした。レー
スのような細く長い触手がまるでウエディングドレスのようでピンク、
オレンジ、白そしてブルーの透き通った身体がピクピク動きながら漂っ
ている様は、クリスマスのイルミネーションのようでした。何よりも神
秘的で幻想的な世界がそこにありました。お陰で心も身体も満足し
きった本当に楽しい一日でした。
　今回は、豊岡市の各方面からの参加により沢山の方々との出会いが
あり、また繋がりも生まれました。この繋がりを大切にして、時にはこ
んなふうに楽しみながら、協会のいろんな事に取り組んでいけたらと思
います。

会員視察研修会レポート

会員の皆様へ
この手作り新聞は私たち運営理事で会議を重ねた中で、

会員の皆様に今後の国際交流協会を少しでも知って頂こうと思い発行しました。


